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役
員
任
期
９
月
ま
で
延
長

 

中
日
新
聞
社
の
偽
装
請
負

　
東
京
五
輪
の
延
期
に
伴
い
、

新
聞
労
連
は
次
年
度
の
定
期
大

会
を
２
０
２
１
年
４
月
下
旬
に

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
例

年
４
月
に
行
う
中
央
委
員
会
も

２１
年
秋
に
実
施
す
る
。
今
年
度

と
同
様
に
定
期
大
会
で
は
２１
年

度
運
動
方
針
案
や
役
員
人
事
を

提
案
。
秋
の
中
央
委
員
会
で
は

２０
年
度
決
算
、
２１
年
度
予
算
、

役
員
人
事
の
未
決
定
分
を
議
題

と
す
る
。

　
五
輪
は
２１
年
７
月
下
旬
か
ら

開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
期
間
中

は
定
期
大
会
の
会
場
、
宿
泊
施

設
の
確
保
が
困
難
。
２０
年
４
月

の
第
２
回
中
央
闘
争
委
員
会

（
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
）
で
、

今
年
度
と
同
様
の
日
程
が
、
承

認
さ
れ
た
。

　
新
聞
労
連
は
４
月
２２
日
、
東
京
都
の
本
部
書
記
局
で
第
１
３
６
回
定
期
大
会
を
開
い

た
。「
今
、
変
え
る
。
新
聞
業
界
の
未
来
の
た
め
に
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
２

０
２
０
年
度
運
動
方
針
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
す
る
特
別
決
議
を
採

択
。
１９
年
度
役
員
任
期
を
２０
年
９
月
下
旬
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
２０
年
度
特
別

中
央
執
行
委
員
（
女
性
役
員
枠
）
の
公
募
も
始
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
緊
急
措
置

と
し
て
、
会
場
の
本
部
書
記
局
と
単
組
な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
い
で
実
施
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
新
聞
労
連
は
第
２
回

中
央
闘
争
委
員
会
（
拡
大
中
央

執
行
委
員
会
）
を
４
月
１５
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
（
ズ
ー
ム
）」
を
使
っ
て
実

　
ま
た
、
第
１
３
６
回
中
央
委

員
会
は
執
行
部
セ
ミ
ナ
ー
と
組

み
合
わ
せ
、
２０
年
９
月
２３
日
午

後
か
ら
２４
日
午
前
に
か
け
て
実

施
。
新
役
員
人
事
案
や
２０
年
度

予
算
案
な
ど
を
議
題
と
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
会
場

確
保
の
見
通
し
は
立
っ
て
お
ら

ず
、
状
況
し
だ
い
で
は
２０
年
４

月
の
定
期
大
会
と
同
じ
く
、
ネ

ッ
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

検
討
。
中
央
執
行
委
員
会
で
決

ま
れ
ば
、
各
単
組
へ
速
や
か
に

通
知
す
る
。

２１
年
も
定
期
大
会
は
４
月
、中
央
委
員
会
は
９
月
に

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
活
用

中
央
闘
争
委
も

施
し
た
。
中
央
執
行
委
員
や
地

連
委
員
長
ら
約
３０
人
が
出
席
し

た
。

　
全
国
役
員
推
薦
委
員
会
の
提

案
で
、
現
役
員
の
任
期
延
長
を

承
認
。
２０
年
度
の
委
員
長
候
補

選
出
予
定
の
毎
日
労
組
は
「
７

月
ま
で
に
は
何
と
か
、
と
は
思

っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
候
補
者
へ
の
面
談
が
遅

れ
て
い
る
。
現
在
の
役
員
任
期

が
延
長
さ
れ
る
こ
と
は
申
し
訳

な
い
」
と
述
べ
た
。
副
委
員
長

候
補
を
出
す
予
定
の
神
奈
川
労

組
は
「
定
期
大
会
ま
で
に
選
出

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
責
任
を

も
っ
て
選
出
す
る
」
と
し
た
。

コロナ対策で特別決議
第136回定期大会　　　オンラインで開催

　「
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
」
報
道

部
の
芸
能
担
当
記
者
（
48
）
が

「
個
人
事
業
主
」
扱
い
さ
れ
て
い

る
偽
装
請
負
事
件
で
、
中
日
新

聞
社
は
４
月
15
日
、
記
者
を
６

月
１
日
付
で
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

（
限
定
正
社
員
）と
し
て
採
用
す

る
と
表
明
し
た
。
新
し
い
賃
金

設
定
な
ど
具
体
的
な
労
働
条
件

を
め
ぐ
り
、
労
使
で
詰
め
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　
東
京
新
聞
労
組
は
昨
年
12
月

か
ら
偽
装
請
負
の
是
正
交
渉
を

重
ね
、
今
年
２
月
に
は
厚
生
労

働
省
東
京
労
働
局
も
社
側
に
紛

争
拡
大
防
止
を
助
言
し
た
が
、

社
は
「
雇
用
関
係
は
な
い
」「
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
だ
」
と
の
主
張

を
崩
さ
ず
、
交
渉
は
難
航
し
て

い
た
。
記
者
が
２
月
に
権
利
行

使
し
た
年
休
分
の
賃
金
を
社
が

支
払
わ
な
か
っ
た
た
め
、
３
月

に
中
央
労
働
基
準
監
督
署
へ
労

基
法
違
反
を
申
告
。
労
基
署
が

社
へ
調
査
に
入
る
中
、
急
転
直

下
で
是
正
の
道
が
開
け
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
は
、
改
正

労
働
契
約
法
に
よ
る
非
正
規
職

員
の
無
期
転
換
策
で
一
昨
年
、

新
設
さ
れ
た
雇
用
形
態
。
正
社

員
よ
り
ベ
ア
や
一
時
金
、
退
職

金
な
ど
が
大
幅
に
低
く
、
賃
金

格
差
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
現
状
の
社
会
保

険
も
交
通
費
支
給
も
契
約
書
も

な
い
、
口
頭
に
よ
る
「
１
日
い

く
ら
」
の
原
稿
料
契
約
か
ら
は

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
。

　
社
の
表
明
は
、
第
５
回
春
闘

団
交
の
席
上
。
佐
藤
昌
雄
労
担

代
理
が
「
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

通
せ
ず
、
緊
急
事
態
宣
言
も
出

て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
れ
以
上
（
労
使
で
）

角
突
き
合
わ
せ
て
も
…
。
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
と
し
て
条
件
を
詰

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
人
事

部
と
実
務
的
に
雇
用
条
件
を
話

し
合
う
場
を
持
っ
た
ら
ど
う

か
」
と
述
べ
た
。
組
合
が
「
パ

ー
ト
ナ
ー
社
員
に
す
る
と
い
う

こ
と
か
」
と
聞
く
と
、
労
担
代

理
は
「
は
い
」
と
答
え
た
。

　
記
者
は
１
９
９
９
年
に
原
稿

料
契
約
で
中
日
新
聞
社
に
採
用

さ
れ
、
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
の

芸
能
取
材
担
当
と
し
て
月
３
～

４
回
の
夜
勤
を
含
む
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
た
。
２
０
０
３
年
に

会
社
都
合
で
都
内
の
派
遣
会
社

に
移
籍
を
強
い
ら
れ
、
派
遣
社

員
と
し
て
同
じ
仕
事
を
継
続
。

08
年
に
産
休
を
申
し
出
た
が
派

遣
会
社
に
拒
否
さ
れ
、
契
約
解

除
。
出
産
後
の
09
年
に
再
び
原

稿
料
契
約
で
東
京
中
日
ス
ポ
ー

ツ
に
復
職
し
た
。
派
遣
時
代
を

合
わ
せ
、
通
算
勤
続
20
年
。
東

京
労
組
に
昨
年
加
入
し
た
。

　
派
遣
時
代
と
同
様
に
、
原
稿

料
契
約
の
現
在
も
社
の
指
揮
命

令
下
で
働
き
、
社
か
ら
「
ス
タ

ッ
フ
ラ
イ
タ
ー
」
の
名
刺
を
持

た
さ
れ
、
取
材
以
外
の
社
務

（
映
画
賞
の
事
務
局
業
務
）も
担

当
す
る
な
ど
明
ら
か
に
会
社
組

織
の
一
員
と
し
て
長
年
貢
献
し

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

側
は
組
合
と
の
交
渉
で
「
仕
事

の
指
示
は
し
て
い
な
い
。〝
依

頼
〟
を
し
て
い
る
」「
仕
事
の
諾

否
の
自
由
が
あ
る
」
な
ど
と
詭

弁
を
弄
し
続
け
た
。

　
社
は
６
月
以
降
の
雇
用
改
善

を
表
明
し
た
が
、
過
去
か
ら
現

在
の
働
か
せ
方
が
偽
装
請
負
だ

っ
た
こ
と
は
い
ま
だ
に
認
め
て

い
な
い
。
労
基
署
は
調
査
を
続

け
て
お
り
、
近
く
労
働
者
性
を

判
断
す
る
と
み
ら
れ
る
。

う
れ
し
く
て
涙

　
当
該
記
者
の
話
　
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
、
個
人
事
業
主
だ
と
会

社
に
言
わ
れ
続
け
ま
し
た
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
化
の
話
を
聞

い
た
時
は
涙
が
出
ま
し
た
。
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
生

き
る
希
望
が
わ
い
て
い
ま
す
。

次
は
私
も
弱
い
立
場
の
労
働
者

を
救
う
行
動
を
し
た
い
と
、
あ

ら
た
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

東京労組

限
定
正
社
員
で
是
正
へ

ズ
ー
ム
で
行
っ
た
４
月
１５
日
の
中
央
闘
争
委
員
会

　
南
彰
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
新
聞

業
界
に
も
及
ん
で
い
る
。
自
身

や
家
族
の
健
康
を
守
り
な
が

ら
、
読
者
に
新
聞
を
ど
う
届
け

る
か
。
未
曽
有
の
事
態
に
直
面

す
る
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
対

策
に
取
り
組
む
」
と
強
調
し

た
。
１９
年
度
に
新
設
さ
れ
た
特

別
中
執
の
活
動
や
山
陽
争
議
の

勝
利
を
振
り
返
り
、
長
崎
市
裁

判
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
争
議

へ
の
協
力
を
要
望
。「
労
連
は

６
月
３０
日
に
結
成
７０
年
を
迎
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
、
業
界

が
危
機
に
あ
る
な
か
、
今
こ
そ

連
帯
し
助
け
合
お
う
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
運
動
方
針
は
「
賃
金
・
手
当

を
改
善
さ
せ
る
取
り
組
み
」「
次

世
代
に
引
き
継
げ
る
ゆ
と
り
あ

る
労
働
環
境
の
構
築
」「
多
様
性

を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
許
さ
な
い
職
場
作

り
」「
持
続
可
能
な
新
聞
業
界

へ
」
な
ど
が
柱
。
育
児
や
介
護

な
ど
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
に

対
応
し
た
賃
金
制
度
の
導
入
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
委

員
会
の
労
使
比
率
の
均
衡
化
と

不
服
申
立
制
度
の
創
設
、
社
の

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
開
示
な
ど
を

新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
関

連
し
た
特
別
決
議
で
は
、
職
場

の
安
全
確
保
の
徹
底
▽
知
る
権

利
を
支
え
る
取
材
網
の
維
持
▽

正
確
な
情
報
を
届
け
る
た
め
の

配
達
網
の
死
守
▽
賃
金
や
一
時

金
な
ど
正
当
な
労
働
者
の
権
利

の
保
障
▽
新
入
社
員
の
採
用
を

抑
制
し
な
い
▽
労
使
交
渉
の
継

続
ー
を
経
営
側
ら
に
求
め
た
。

　
２０
年
夏
季
一
時
金
闘
争
方
針

で
は
、
要
求
を
基
準
内
比
２
・

６６
カ
月
（
前
年
夏
季
要
求
実

績
）
以
上
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
第
３
四
半
期
決
算
、
２０

年
度
財
政
方
針
は
暫
定
的
に
承

認
。
９
月
の
中
央
委
員
会
で
あ

ら
た
め
て
提
案
す
る
。

　
役
員
の
任
期
延
長
で
は
、
２０

年
度
の
新
委
員
長
、
副
委
員
長

の
候
補
選
出
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
委
員
長
ら
本
部
四

役
を
含
む
全
役
員
の
任
期
延
長

を
提
案
。
了
承
さ
れ
た
。
２０
年

度
の
委
員
長
候
補
を
選
出
す
る

予
定
の
毎
日
労
組
、
副
委
員
長

候
補
を
選
出
予
定
の
神
奈
川
労

組
か
ら
は
、
早
期
の
候
補
選
出

を
目
指
す
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
定
期
大
会
は
、
会
場
の
本
部

書
記
局
と
加
盟
単
組
な
ど
を
動

画
共
有
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
」
で
つ
な
い
で
実
施
し
た
。

視
聴
を
大
会
出
席
と
み
な
し
、

出
席
確
認
は
、
当
日
に
グ
ー
グ

ル
フ
ォ
ー
ム
で
代
議
員
名
な
ど

を
送
信
し
て
も
ら
い
、
事
前
に

送
ら
れ
た
「
大
会
参
加
代
議
員

登
録
用
紙
」
を
資
格
審
査
委
員

が
突
き
合
わ
せ
て
確
認
し
た
。

　
八
つ
の
議
案
な
ど
資
料
は
事

前
に
各
単
組
に
メ
ー
ル
と
郵
送

で
配
布
。
大
会
当
日
ま
で
に
、

各
議
案
や
１９
年
度
役
員
の
任
期

延
長
案
な
ど
の
賛
否
を
専
用
投

票
用
紙
で
送
信
し
て
も
ら
っ

た
。
本
部
説
明
、
代
議
員
発
言

を
聞
い
た
上
で
の
賛
否
変
更
は

可
能
と
し
た
。
討
論
・
質
疑
内

容
も
大
会
開
始
前
に
受
け
付

け
、
開
催
中
は
電
話
発
言
を
認

め
た
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
た
４
月
２２
日
の
定
期
大
会
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一層連帯を

定期大会宣言

大
会
発
言
要
旨

　
第
１
３
６
回
定
期
大
会
で

は
、
代
議
員
７
人
、
特
別
中
央

執
行
委
員
１
人
が
発
言
し
た
。

要
旨
は
次
の
通
り
。

「
１２０
％
勝
利
」
に
感
謝
／
70
年
Ｐ
Ｔ
協
力
を

山
陽
労
組
（
田
淵
信
吾
）

　
印
刷
別
会
社
化
反
対
の
組
合

方
針
を
理
由
に
、
正
副
委
員
長

２
人
を
印
刷
職
場
か
ら
排
除

し
、
新
工
場
に
出
向
さ
せ
な
か

っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
山
陽

争
議
は
、
今
年
２
月
、
組
合
の

完
全
勝
利
で
全
面
解
決
し
た
。

　
昨
年
１１
月
の
岡
山
県
労
働
委

員
会
命
令
は「
見
せ
し
め
人
事
」

な
ど
と
、明
確
に
社
の
不
当
労

働
行
為
を
認
定
し
た
。社
が
命

令
を
受
諾
し
た
の
を
受
け
、４

回
の
解
決
交
渉
を
持
ち
、社
の

謝
罪
、不
当
配
転
人
事
の
取
り

消
し
、人
権
侵
害
文
書
の
無
効

確
認
な
ど
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
県
労
委
命
令
を
超
え
る
１
２

０
％
の
完
全
勝
利
解
決
と
な
っ

た
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
す
る
。

ジ
ャ
パ
タ
イ
労
組
（
大
村
由
紀

子
）

　
不
誠
実
団
交
で
の
都
労
委
救

済
申
立
闘
争
に
つ
い
て
報
告
す

る
。
社
が
現
在
の
親
会
社
に
買

収
さ
れ
て
か
ら
職
場
は
混
乱
、

経
営
状
況
も
厳
し
い
。
今
年
に

入
っ
て
か
な
り
強
引
な
希
望
退

職
の
募
集
が
行
わ
れ
、多
く
の

社
員
が
社
を
去
っ
た
。

　
１９
年
５
月
に
出
版
局
の
分
社

化
が
突
如
提
案
さ
れ
た
。
分
社

の
わ
ず
か
1
カ
月
前
で
詳
細
な

説
明
も
な
い
こ
と
に
組
合
は
抗

議
、
団
交
で
出
向
と
事
前
協
議

同
意
の
２
つ
の
協
約
化
を
求
め

た
が
、
会
社
は
明
確
な
理
由
を

示
さ
ず
拒
否
。
１９
年
８
月
か
ら

の
都
労
委
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
も

決
裂
、
２０
年
２
月
に
救
済
申
立

を
行
っ
た
。
健
全
な
労
使
関
係

の
構
築
に
向
け
闘
う
。
引
き
続

き
支
援
願
い
た
い
。

宮
古
新
報
労
組
（
伊
佐
次
郎
）

　
新
入
社
員
の
竹
内
組
合
員
の

使
用
期
間
終
了
後
の
解
雇
を
撤

回
さ
せ
た
。
彼
は
昨
年
９
月
に

記
者
職
と
し
て
入
社
し
た
が
、

求
め
る
水
準
に
達
し
て
い
な
い

と
し
て
試
用
期
間
終
了
直
前
に

解
雇
通
告
を
受
け
た
。
団
交
で

解
雇
撤
回
を
訴
え
、
試
用
期
間

の
３
カ
月
延
長
を
勝
ち
取
っ
た

が
、
そ
の
後
も
職
制
ら
の
退
職

強
要
が
続
き
、
２
月
末
に
記
者

不
適
格
と
し
て
再
度
解
雇
通
知

を
受
け
た
。
組
合
は
３
月
の
団

交
で
配
置
転
換
を
受
け
入
れ
る

形
で
解
雇
撤
回
を
勝
ち
取
っ

た
。
異
職
種
だ
が
将
来
広
告
営

業
や
編
集
に
、
と
期
待
し
て
く

れ
る
組
合
員
の
先
輩
ら
が
心
の

支
え
と
い
う
。
再
建
は
途
上
で

困
難
は
多
い
が
、
引
き
続
き
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

東
京
労
組
（
鈴
木
正
二
）

　「
個
人
事
業
主
」
扱
い
の
東

京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
の
記
者
（
原

稿
料
契
約
）
を
「
６
月
１
日
付

で
限
定
正
社
員
に
す
る
」
と
、

社
が
春
闘
団
交
で
表
明
し
た
。

　
昨
年
の
組
合
加
入
後
、
偽
装

請
負
の
是
正
交
渉
を
重
ね
た
が

社
の
姿
勢
は
強
硬
で
、
厚
労
省

東
京
労
働
局
か
ら
社
へ
の
助

言
・
指
導
を
踏
ま
え
た
労
使
の

話
し
合
い
も
決
裂
。
２
月
に
権

利
行
使
し
た
年
休
分
の
賃
金
を

社
が
払
わ
ず
、
３
月
に
労
基
署

宮
日
労
組
（
戎
井
聖
貴
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
広
告
売
上

を
中
心
に
大
き
く
業
績
が
落
ち

込
む
中
、
社
か
ら
感
染
予
防
と

事
業
縮
小
に
伴
う
休
業
の
提
案

が
あ
っ
た
。

　
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
を

受
け
る
に
は
労
使
協
定
が
必

要
。
組
合
は
不
利
益
に
な
ら
な

い
方
向
で
の
協
力
は
す
る
と
し

た
。
休
業
を
特
別
有
給
休
暇
と

し
て
取
り
扱
い
、
年
休
を
減
ら

さ
な
い
こ
と
、
基
本
給
の
他
、

諸
手
当
も
通
常
通
り
の
額
を
支

社
か
ら
休
業
協
定
の
提
案
／
販
売
店
は
危
機
的

払
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
、

４
月
１
日
か
ら
６
月
末
ま
で
の

期
間
の
協
定
を
結
ん
だ
。

　
他
に
も
春
の
健
診
の
中
止
、

地
域
面
の
集
約
、
販
売
店
に
配

慮
し
た
降
版
時
間
繰
り
上
げ
な

ど
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

河
北
仙
販
労
組
（
山
崎
志
幸
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
激
減
し

て
い
る
。
新
聞
収
入
に
つ
い
て

は
会
社
の
報
告
だ
と
想
定
内
と

い
う
こ
と
だ
が
、
飲
食
店
関
係

や
ホ
テ
ル
業
界
の
購
読
中
止
が

続
い
て
い
る
。

　
折
込
収
入
は
、
社
の
報
告
に

よ
る
と
、
3
月
か
ら
相
当
減
少

し
て
い
る
。
販
売
店
の
現
場
で

見
て
い
る
と
、
パ
チ
ン
コ
、
旅

行
等
の
広
告
が
３
月
か
ら
ガ
タ

落
ち
。
１
日
数
枚
と
い
う
状
況

で
、
全
く
入
ら
な
い
日
も
あ

る
。
危
機
的
状
況
だ
。

　
社
は
マ
ス
ク
着
用
や
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
の
常
備
等
で
予
防
に

努
め
、本
社
勤
務
者
を
対
象
に

自
宅
待
機
も
始
ま
っ
た
。
新
聞

を
配
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
は

な
い
。し
っ
か
り
予
防
し
た
い
。

へ
申
告
し
た
。
労
基
署
は
社
へ

の
調
査
に
着
手
、
労
働
者
性
を

近
く
判
断
す
る
見
込
み
だ
っ
た
。

　
強
い
権
限
を
持
つ
労
基
署
の

介
入
で
急
転
直
下
、
是
正
・
解

決
が
見
え
た
。
現
在
、
賃
金
設

定
等
を
労
使
で
詰
め
て
い
る
。

南
日
本
労
組
（
小
川
麻
希
）

　
労
連
７０
周
年
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
お

願
い
。
今
春
闘
で
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
」
に
関
連
す
る
制
度

の
前
進
・
実
績
の
あ
っ
た
単
組

に
報
告
を
お
願
い
し
た
い
。
①

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
（
全
社
員

対
象
、
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
た
め
の
研
修
、
管

理
職
研
修
、
講
演
会
）
②
相
談

窓
口
（
専
門
家
、
外
部
窓
口
、

女
性
相
談
員
等
の
配
置
）
③
加

害
者
へ
の
処
分
、
発
生
後
の
対

策
（
厳
正
な
処
分
、
繰
り
返
す

加
害
者
へ
の
指
導
、
対
策
強

化
）
の
３
点
が
対
象
。
被
害
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
配
慮

し
た
上
で
可
能
で
あ
れ
ば
、
講

習
や
対
策
例
な
ど
を
教
え
て
ほ

し
い
。
春
闘
実
績
で
回
答
が
あ

っ
た
単
組
等
に
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
連
絡
し
た
い
。
そ
の
他
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
も
、
単
組
書
記
局
を
通
じ
て

メ
ー
ル
か
電
話
で
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

神
奈
川
労
組
（
長
谷
川
由
希
）

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る

記
事
に
対
し
、
高
額
な
損
害
賠

償
を
求
め
る
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
を

起
こ
さ
れ
て
い
る
石
橋
学
組
合

員
の
訴
訟
に
つ
い
て
発
言
す

る
。
記
者
個
人
が
訴
え
ら
れ
、

会
社
は
訴
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
訴
訟
に
対
し
、
仲
間
の
皆

様
か
ら
多
大
な
支
援
を
頂
い
て

い
る
。
感
謝
し
た
い
。

　
訴
訟
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
１
月
２８
日
の
第

３
回
口
頭
弁
論
を
最
後
に
期
日

が
取
り
消
し
に
な
っ
て
い
る
状

況
。
単
組
と
し
て
も
引
き
続
き

石
橋
組
合
員
を
支
え
て
い
く
。

今
後
と
も
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

今、変える。市民の「知る権利」と新聞業界の未来のために　

　新聞労連の旗のもとに集う私たちは４月２２日、「今、
変える。新聞業界の未来のために」をメインスローガンに、
１３６回目となる定期大会を開きました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を受けた今大会は、東
京・本郷の新聞労連書記局と全国の単組をネットでつな
ぐ異例の形で開催。終息時期が見通せないなか、働く仲
間の「安全性」を十分に担保しながら、市民の「知る権利」
に資する持続可能な新聞発行・報道の態勢づくりを目指
すための特別決議「新型コロナウイルス禍を乗り切り、
新聞労働者と産業の未来につなげるために」を採択しま
した。新型コロナウイルスへの対応を誤ると、労働者の
健康と新聞産業の未来に深刻な影響を及ぼす恐れがあり
ます。危機を直視し、まずは衛生管理を万全にし、免疫
力の低下を防ぐために「長時間労働」に依存した従来の
働き方を徹底的に改めなければなりません。また、公権
力の報道統制に対峙して情報の信頼性を保つことや、プ
ラットフォーム事業者などが集めた「ビッグデータ」の
公権力への提供で公益通報者の保護や取材源の秘匿が損
なわれないよう厳重に監視したりすることも必要です。
　新聞労連は近年、新聞業界が「ビジネスの危機」「信頼
の危機」を認識しながら、変えることができないという「組
織の危機」の深刻さを訴えてきました。内向きに愚痴ば
かりこぼす経営者に見切りをつける仲間や読者が少なく
ないからです。危機を直視し、時代にあった市民や社会
との関係性を紡ぎ、「信頼」と「ビジネス」、そして希望
の持てる「働き方」を再構築する必要があります。そのキー
ワードの一つが「多様性」です。
　日本新聞協会の調査では、新聞・通信社の新入社員が
ほぼ男女半数となりましたが、新聞労連が昨年実施した
組合員アンケートでは、女性の６割が「賃金・待遇や働
く上で、性別による差別がある」と回答しました。女性
管理職も少なく、ジェンダーバランスの欠如が報道の歪
みにもつながっているという指摘は男性組合員からも出
ています。こうした状況を改善するため、新聞労連は
２０１９年度から「特別中央執行委員（いわゆる女性役
員枠）」を創設。３割超となった女性役員が未来を切り拓
く推進力になっています。この動きを逆戻りさせてはな
りません。ジェンダーバランスの改善を業界全体に広げ、
誰もが働きやすい職場の実現と、幅広い読者の信頼をつ
かむことができる新聞・通信社の体質への転換を目指し
ていきましょう。
　いま、新聞業界は時代の転換期にあります。新しいビ
ジネスモデルの構築に苦しんでいる経営側から、労働者
の権利と尊厳を踏みにじる不利益な提案が相次ぎ、各単
組の運営も厳しさを増しています。新型コロナウイルス
禍を受けて、この動きが加速する恐れがあるいまこそ、
全国２万人のネットワークを持つ新聞労連が連帯の礎と
ならなければなりません。３人の組合員を支えるため全
国の仲間が結集し、不当な組合差別人事をはね返した山
陽新聞労組の闘いがその象徴です。山陽労組の田淵信吾
委員長は大会で「労働委員会命令を超える内容の
１２０％の完全勝利を勝ち取ることができた。皆さんの
ご支援のお陰で、副委員長は印刷で定年を迎えたいとい
う希望をかなえることができた」と報告しました。
　また、中日新聞社の理不尽な「偽装請負」を解消させ、
安定的な雇用関係を勝ち取った東京新聞労組の報告もあ
りました。不誠実団交を繰り返す経営者と闘うジャパン
タイムズ労組や、長崎市幹部から取材中に性暴力を受け
た女性記者、ヘイトスピーチを指摘する記事をめぐり「ス
ラップ訴訟」を起こされた神奈川新聞の石橋学記者、正
規職員との差別待遇に対して訴訟を提起した共同通信の
元契約社員をみんなで支えていくことを確認しました。
　新聞労連は６月３０日に結成７０年を迎えます。現場
からのボトムアップで危機を乗り越え、新聞産業を支え
る関連会社、有期契約労働者の仲間、労働組合活動に誇
りを持って支える書記とともに、ネクストジェネレーショ
ン（次世代）が魅力を感じられるような持続可能な環境
をつくっていきましょう。
　２０２０年４月２２日　新聞労連第１３６回定期大会

田淵（山陽）

大村(ジャパタイ)

伊佐（宮古新報）

鈴木（東京）

戎井（宮日）

小川（南日本）

長谷川（神奈川）

山崎（河北仙販）
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特
別
中
執
の
公
募
開
始

　
　
　

最
大
１０
名
、
８
月
２０
日
ま
で

６
月
５
日
に
新
研
シ
ン
ポ

江
川
紹
子
さ
ん
招
き
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

　
新
聞
労
連
は
２
０
２
０
年
度

の
特
別
中
央
執
行
委
員
（
女
性

役
員
枠
）
の
募
集
を
始
め
た
。

　
応
募
要
件
は
①
新
聞
労
連
加

盟
労
組
の
女
性
組
合
員
②
新
聞

労
連
の
大
会
（
定
期
・
臨
時
の

年
２
回
）
や
「
役
員
会
」（
中
央

執
行
委
員
会
な
ど
年
６
～
７

回
）
に
可
能
な
限
り
毎
回
出
席

す
る
こ
と
の
２
点
。
で
き
る
だ

け
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
組
合
役
員
の
経

験
の
有
無
や
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。

　
新
聞
労
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
単
組
に
配
布
さ
れ
た
「
応

募
用
紙
」
に
志
望
理
由
な
ど
を

記
入
し
、
所
属
す
る
単
組
を
通

じ
て
、
労
連
本
部
に
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
下
さ

い
。
８
月
２０
日
（
木
）
労
連
本

部
必
着
で
す
。

　
応
募
枠
は
最
大
１０
人
。
９
月

の
中
央
委
員
会
で
選
出
し
、
任

期
は
２１
年
９
月
ま
で
の
１
年

間
。
昨
年
７
月
の
定
期
大
会
で

選
出
さ
れ
た
１
期
目
の
特
別
中

執
の
メ
ン
バ
ー
８
人
は
働
き
方

か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り

方
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
の
原

動
力
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

２
期
目
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
労
連
は
４
月
２３
日
、
定

期
大
会
の
特
別
決
議
を
受
け

て
、
日
本
新
聞
協
会
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
乗
り
切

り
、
新
聞
労
働
者
と
産
業
の
未

来
に
つ
な
げ
る
た
め
の
要
請

書
」
を
提
出
し
た
。

　
南
彰
委
員
長
か
ら
受
け
取
っ

た
協
会
の
西
野
文
章
専
務
理
事

＝
写
真
左
＝
は
「
過
去
に
経
験

の
な
い
大
変
な
出
来
事
。
新
聞

労
連
の
決
議
内
容
も
確
認
し
、

新
聞
業
界
一
丸
と
な
っ
て
難
局

を
乗
り
切
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
要
請
で
は
「
在
宅
勤
務
へ
移

行
し
、
状
況
把
握
が
で
き
て
い

な
い
経
営
幹
部
」
の
存
在
や

「
労
働
現
場
は
近
年
進
行
し
た

リ
ス
ト
ラ
策
も
あ
い
ま
っ
て
疲

弊
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
。

「
性
別
役
割
分
業
意
識
が
社
会

に
根
強
く
残
る
な
か
、
女
性
従

業
員
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
」
状
況
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
経
営
側
に
し
っ
か
り
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
よ
う
求

め
た
。
賃
金
カ
ッ
ト
や
雇
用
打

ち
切
り
に
も
反
対
し
、「
今
こ
そ

内
部
留
保
を
活
用
し
、
新
聞
産

業
の
危
機
を
懸
命
に
支
え
る
労

働
者
に
し
っ
か
り
と
報
い
、
生

活
と
そ
の
志
を
支
え
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。

　
要
請
で
は
、
新
聞
産
業
の
収

益
を
懸
命
に
支
え
る
配
達
網
を

死
守
す
る
た
め
の
対
策
を
強
く

求
め
た
。
全
文
は
労
連
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　

　　　　　　◆協会要請（特別決議）の要旨◆
１、 職場の安全確保について

【１】入室基準の厳格化、健康管理

　・症状のある従業員に対し、有給の特別休暇を創設した上で出勤停止に

する。

　・石けん、消毒液を適切に配置し、従業員にマスクを配布する。職場の

清掃、消毒の回数を増やす。

【２】社会的距離（ソーシャルディスタンス）の確保

【３】業務のスクラップと、在宅勤務や新しいコミュニケーション手法の推

進

　・不要不急の業務を停止し、業務を重点化する。

　・長時間労働や不規則な働かせ方によって、従業員の免疫力が低下する

ことがないように、仕事の配分を見直し、１人１人に無理のかからない態

勢をつくる。

　・在宅勤務を推進する。通信機器などの整備は社側の責任で行う。在宅

での勤務環境に個人差があり、通常通りの仕事をこなすことが難しい事情

も認識したマネジメントを行う。

　・在宅勤務が普及している他業種の事例も参考に、新たな職場のコミュ

ニケーション手法を推進する。

　・入社したばかりの従業員に対する指導、研修を工夫して行う。

【４】事業継続計画の策定など

２、 国民 ・市民の 「知る権利」 を支える取材網を維持するために

　・記者会見やブリーフは広めの会見場に移設。多様な質疑を確保するため、

記者会見の回数や参加人数の制限をしない。政府、自治体内の会議につい

ての会議録の作成と早急な公開を求める。音声データを報道機関に即時公

開する。

　・公権力と通信、プラットフォーム事業者の間で守られるべき通信の秘

密があいまいになり、公益通報者の保護や取材源の秘匿が損なわれないよ

う、報道機関として厳重に監視する。

３、 正確な情報を届ける配達網を死守するために

　・衛生状態を万全にし、従業員と読者の安心感を与える販売店の対策に

対し、従業員のメンタル面でのケアも含めて、資金、物資の両面で支援。

販売店従業員らの雇用を確保するための支援をする。

　・チラシ収入や部数の減少を踏まえ、安定的で持続可能な新聞社と販売

店との柔軟な取引を検討。配達網の維持のため、各社の協力体制を検討する。

　・政府や自治体の支援策を販売店や販売店従業員に周知徹底する。

４、 正当な労働者の権利の保障

　・従業員やその家族が感染または疑いがある場合、または学校休校など

で子どもの見守りが必要な場合、欠勤、休業を全額補償する（経営側が一

方的に「年次有給休暇」を使うように従業員に指示をした場合は労働基準

法に抵触する）。

　・会社都合による休業の場合、全額補償する。勤務時間の変更を理由に

手当などを削減しない。

　・時給制などで勤務する非正規社員に対し、欠勤や早退があっても、正

社員同様に生活保障の観点から賃金の全額補償をする。派遣切りは行わな

い。

　・関連会社など取引先の従業員に、無理な業務や要求を押しつけない。

　・内部留保を活用し、賃金や一時金の水準を維持する。

５、 新入社員の採用について

６、 労使交渉のあり方について

知
事
に
抗
議

「批
判
封
殺
」

　
政
府
が
「
緊
急
事
態
宣
言
」

を
発
出
し
た
４
月
７
日
、
新
聞

労
連
は
「
緊
急
事
態
宣
言
下
で

の
市
民
の
『
知
る
権
利
』
を
守

る
た
め
に
」
と
「『
新
型
コ
ロ

ナ
』
を
理
由
に
し
た
批
評
の
封

殺
に
抗
議
す
る
」
の
２
本
の
声

明
を
出
し
た
。
後
者
は
、
県
の

施
策
を
批
評
し
た
愛
媛
新
聞
の

連
載
記
事
を
巡
る
中
村
時
広
愛

媛
県
知
事
の
発
言
に
対
し
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
『
緊
急
事

態
』
を
理
由
に
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
批
判
や
言
論
を
封
じ
込
め
よ

う
と
す
る
発
言
で
看
過
で
き
な

い
」
と
抗
議
し
た
も
の
。

　
ま
た
、
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化

情
報
労
組
会
議
は
２１
日
、
報
道

関
係
者
を
対
象
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で

行
っ
た
「
報
道
の
危
機
」
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
た
。

労
連
が
声
明

　
新
聞
労
連
新
聞
研
究
部
は
、

６
月
５
日
（
金
）
１９
時
～
２１
時

３０
分
ま
で
「
会
見
開
放
…
あ
れ

か
ら
ど
う
な
っ
た
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
６３
回
全
国
新
聞
研
究

集
会
を
開
催
す
る
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
収
束
の
見
通
し
が
立
た

な
い
た
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
を
使
っ
た
ネ

ッ
ト
開
催
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
新
聞
労
連
は
、
２
０
０
９
年

１０
月
３１
日
の
新
研
部
長
会
議

で
、
年
間
テ
ー
マ
を
記
者
会
見

問
題
と
す
る
こ
と
に
し
、
１０
年

３
月
４
日
に
「
記
者
ク
ラ
ブ
開

放
宣
言
」
を
公
表
。
同
年
４
月

２５
日
に
新
研
集
会
で
も
同
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
た
。
あ
れ
か
ら

１０
年
以
上
が
経
過
し
、
現
在
記

者
ク
ラ
ブ
の
開
放
度
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。
江
川
紹
子
さ
ん
、

畠
山
理
仁
さ
ん
を
迎
え
て
検
証

す
る
。

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
後
日
連
絡
予
定
。

　
代
議
員
７
人
と
特
別
中
央
執

行
委
員
１
人
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
２
年
に
わ
た
っ
た
山
陽
労
組

争
議
は
、
組
合
側
完
全
勝
利
で

解
決
。
組
合
方
針
を
理
由
と
し

た
不
当
配
転
に
立
ち
向
か
っ
た

３
人
の
労
組
に
敬
意
を
表
し
た

い
。
中
国
、
東
京
、
近
畿
地
連

や
各
単
組
の
支
援
に
も
感
謝
す

る
。
組
合
差
別
や
不
利
益
変
更

提
案
が
さ
れ
た
際
に
は
、
同
労

組
の
闘
い
を
模
範
と
し
た
い
。

　
東
京
労
組
か
ら
は
、
原
稿
料

契
約
の
記
者
を
個
人
事
業
主
扱

い
に
す
る
偽
装
請
負
問
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

粘
り
強
い
交
渉
は
も
ち
ろ
ん
、

東
京
労
働
局
か
ら
社
に
指
導
し

て
も
ら
っ
た
り
、
労
働
基
準
監

督
署
に
申
告
し
た
り
し
、
限
定

正
社
員
化
を
勝
ち
取
っ
た
。
新

聞
社
で
は
関
連
会
社
や
非
正

規
、
有
期
雇
用
者
が
増
加
し
て

い
る
。
同
労
組
を
見
習
い
、
そ

れ
ら
の
方
を
組
合
に
迎
え
入
れ

て
待
遇
改
善
を
求
め
よ
う
。

　
宮
古
新
報
に
２
０
１
９
年
９

月
に
入
社
し
た
新
人
記
者
が
試

用
期
間
延
長
の
末
、
解
雇
を
通

告
さ
れ
た
事
案
を
同
労
組
が
撤

回
さ
せ
た
。
理
不
尽
な
こ
と
は

許
さ
な
い
と
い
う
毅
然
と
し
た

対
応
が
実
を
結
ん
だ
。

　
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
労
組
か

ら
は
、
社
の
不
当
労
働
行
為
に

救
済
申
立
し
た
経
緯
説
明
と
支

援
要
請
が
あ
っ
た
。
労
使
協
定

締
結
を
理
由
な
く
拒
否
す
る
社

の
姿
勢
は
問
題
だ
。
神
奈
川
新

聞
記
者
に
対
す
る
訴
訟
は
、
正

当
な
論
評
記
事
を
書
い
た
記
者

の
み
を
狙
い
撃
ち
し
て
い
る
。

両
訴
訟
と
も
、
今
後
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。

　
長
崎
市
幹
部
に
よ
る
女
性
記

者
へ
の
性
暴
力
訴
訟
や
、
正
規

職
員
と
の
差
別
待
遇
に
対
す
る

共
同
通
信
元
契
約
社
員
の
裁
判

も
続
い
て
い
る
。
継
続
支
援
を

要
望
す
る
。

　
南
日
本
労
組
の
特
別
中
執
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
や
相
談

窓
口
、
発
生
後
の
対
策
な
ど
情

報
共
有
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ

た
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
宮
崎
日
日
労
組
か
ら

雇
用
調
整
助
成
金
申
請
に
絡
む

労
使
協
定
締
結
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
同
労
組
の
よ
う

に
、
事
業
縮
小
に
伴
う
休
み
は

特
別
有
給
休
暇
と
す
る
こ
と
や

賃
金
、
手
当
は
通
常
通
り
支
払

わ
れ
る
点
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
締
結
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
河
北
仙
販
労
組
は
、
折
り
込

み
チ
ラ
シ
収
入
の
減
少
や
販
売

店
従
業
員
、
セ
ー
ル
ス
ス
タ
ッ

フ
、
配
達
員
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
。
特
別
決
議
で
も
、
販
売

店
へ
の
し
っ
か
り
と
し
た
支
援

や
安
定
的
で
持
続
可
能
な
新
聞

社
と
販
売
店
と
の
柔
軟
な
取
引

の
検
討
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、

新
聞
協
会
に
も
要
請
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
既
に

春
闘
や
夏
の
一
時
金
闘
争
に
影

響
が
出
て
い
る
。
賃
上
げ
が
半

額
に
な
っ
た
り
、
夏
季
一
時
金

の
大
幅
減
額
が
提
示
さ
れ
た
り

し
て
い
る
単
組
が
あ
る
。
社
の

財
務
状
況
を
精
査
し
、
労
働
者

側
が
一
方
的
に
不
利
益
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
交
渉
し
よ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
新
聞
業

界
の
未
来
に
と
っ
て
も
非
常
に

重
要
だ
。
労
連
内
の
連
帯
を
一

層
深
め
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

ろ
う
。

　
　

 　
　

山
陽
・東
京
の
闘
い 

模
範
に

　
月
岡
書
記
長
の
討
論
ま
と
め

危機の今

コロナ対策、協会要請
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ジ
ャ
パ
タ
イ
労
組 

救
済
申
立

　

公
益
委
員 

「
和
解
探
る
」

《仲間が書いた本》

『マスコミ ・ セクハラ白書』
編著・Ｗ iＭＮ

　
セ
ク
ハ
ラ
を
軽
く
見
な
す
上

司
や
男
性
記
者
た
ち
の
言
動
。

「
女
だ
か
ら
取
れ
た
ネ
タ
で
し

ょ
」
と
女
性
記
者
を
対
等
に
見

な
い
性
差
別
。
そ
う
し
た
環
境

に
置
か
れ
、
女
性
た
ち
は
自
尊

心
が
削
ら
れ
て
い
く

―
。
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で
１

２
１
位
に
低
迷
す
る
日
本
社
会

の
意
識
を
支
え
る
メ
デ
ィ
ア
業

界
の
ゆ
が
み
を
、
当
事
者
と
し

て
告
発
し
た
一
冊
だ
。

　
新
聞
労
連
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
働
く
約
30

人
の
女
性
が
体
験
を
赤
裸
々
に

つ
づ
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
人
権
や
差
別
に
つ

い
て
日
頃
説
い
て
い
る
新
聞
社

の
論
説
委
員
室
。
男
性
多
数
の

中
で
、
女
性
や
子
ど
も
、
生
活

者
と
し
て
の
視
点
で
取
材
し
、

問
題
提
起
を
し
て
い
た
女
性
が

あ
る
日
、
腰
を
つ
か
ん
で
き
た

上
司
に
「
そ
れ
っ
て
、
セ
ク
ハ

ラ
で
す
よ
！
」
と
声
を
上
げ
た

後
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
始
ま
る
。
上

司
は
一
読
も
せ
ず
、「
偏
っ
て
い

る
」「
俺
に
は
あ
ん
た
の
書
い
て

る
よ
う
な
話
は
わ
か
ら
ん
」
と

言
っ
て
、
原
稿
を
使
わ
な
く
な

る
の
だ
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
ま
か
り
通
っ

て
、
被
害
者
が
安
心
し
て
声
を

上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
雇
用

形
態
が
不
安
定
な
テ
レ
ビ
関
連

で
も
、
深
刻
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
本
を
ま
と
め
た
「
メ
デ

ィ
ア
で
働
く
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
財
務
事
務
次
官
の
セ

ク
ハ
ラ
事
件
が
起
き
た
直
後
の

２
０
１
８
年
５
月
に
結
成
さ
れ

た
。「
さ
ら
な
る
被
害
者
も
加

害
者
も
出
さ
な
い
た
め
、
紙
面

で
も
実
社
会
で
も
、
も
う
黙
る

こ
と
は
し
な
い
。
こ
れ
が
メ
デ

ィ
ア
で
働
く
私
た
ち
の
＃
Ｍ
ｅ

Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
」。
本
書
を
貫
く

の
は
、
理
不
尽
な
男
性
中
心
社

会
の
あ
り
方
を
変
え
よ
う
と
い

う
責
任
感
だ
。

　
財
務
事
務
次
官
の
事
件
か
ら

２
年
が
経
ち
、
揺
り
戻
し
の
兆

し
も
出
て
い
る
。
ぜ
ひ
多
く
の

男
性
に
熟
読
し
て
欲
し
い
。

◇

　「
マ
ス
コ
ミ
・
セ
ク
ハ
ラ
白

書
」
は
新
聞
労
連
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
価
格
は
著
者
割
引

の
１
冊
１
４
０
８
円
。

　
出
版
局
の
突
然
の
分
社
化
と

出
向
命
令
を
め
ぐ
り
、
ジ
ャ
パ

ン
タ
イ
ム
ズ
労
働
組
合
（
大
村

由
紀
子
委
員
長
）
が
社
に
事
前

協
議
と
出
向
に
関
す
る
労
働
協

約
の
締
結
を
求
め
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
拒
否
さ
れ
た
と
し
て
、

東
京
都
労
働
委
員
会
に
不
当
労

働
行
為
救
済
命
令
を
申
し
立
て

た
第
１
回
の
調
査
が
４
月
６

日
、
都
庁
内
で
行
わ
れ
た
。
労

組
側
は
「
団
体
交
渉
が
誠
実
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
救

済
を
求
め
る
理
由
な
ど
を
説
明

し
た
。

　
第
１
回
調
査
に
は
ジ
ャ
パ
ン

タ
イ
ム
ズ
労
組
側
か
ら
担
当
弁

護
士
２
人
と
新
聞
労
連
の
加
藤

健
書
記
次
長
、
杉
村
め
ぐ
る
書

記
、
東
京
地
連
の
琴
岡
康
二
書

記
、
米
増
大
輔
副
委
員
長
が
出

席
。
杉
村
書
記
が
救
済
命
令
申

立
書
を
基
に
、
事
前
交
渉
の
誠

実
な
対
応
や
不
利
益
変
更
等
の

事
前
協
議
と
労
働
協
約
の
締
結

を
要
求
し
た
。

　
都
労
委
公
益
委
員
は
双
方
に

和
解
の
意
思
の
有
無
な
ど
を
確

認
。
労
組
側
は
「
事
前
協
議
制

の
取
り
決
め
を
し
っ
か
り
結
び

た
い
。
ル
ー
ル
化
で
き
る
な
ら

和
解
も
同
時
に
考
え
た
い
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。
一
方
、
社

側
は
持
ち
帰
っ
て
対
応
を
協
議

す
る
と
し
た
。

　
公
益
委
員
は
、
命
令
を
出
す

た
め
の
審
査
を
行
う
と
同
時
に

和
解
に
よ
る
解
決
を
探
る
考
え

を
示
し
た
。
次
回
の
期
日
は
６

月
23
日
。

　
労
働
争
議
は
、
２
０
１
９
年

７
月
１
日
付
の
出
版
局
の
分
社

化
と
出
版
局
社
員
全
員
の
出
向

を
19
年
５
月
末
に
な
っ
て
組
合

に
説
明
し
た
こ
と
が
発
端
。
組

合
は
団
交
で
社
の
拙
速
な
分
社

化
と
出
向
命
令
へ
の
抗
議
や
労

働
協
約
締
結
を
要
求
し
た
が
拒

否
さ
れ
た
。
都
労
委
で
19
年
８

月
２
日
以
降
、
４
回
の
あ
っ
せ

ん
が
あ
り
、
組
合
は
「
重
要
事

項
の
６
カ
月
前
提
案
」
な
ど
を

求
め
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ

た
。
こ
の
た
め
20
年
２
月
９
日

に
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
を

申
し
立
て
た
。

　
同
労
組
の
野
崎
紀
子
副
委
員

長
は
、
第
１
回
調
査
に
訴
え
を

提
出
。「
分
社
化
す
る
と
い
う

判
断
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と

し
た
上
で
「『
進
め
方
に
瑕
疵
は

な
か
っ
た
』
と
は
言
え
な
い
で

す
し
、『
あ
の
混
乱
は
何
だ
っ
た

ん
だ
・
・
・
』
と
い
う
感
想
し

か
私
は
今
持
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
訴
え
た
。

【
共
同
労
組
・
米
増
大
輔
】

 
今
こ
そ「
安
定
支
給
」を

　
　

 
コ
ロ
ナ
禍
の
働
き
方
模
索

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
が
続
く
な
か
各
単

組
、
各
社
で
様
々
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

　
早
い
時
期
に
北
海
道
で
感
染

が
流
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
２

月
下
旬
、
北
海
道
新
聞
社
は
自

身
や
同
居
家
族
が
感
染
、
ま
た

は
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
小

学
校
な
ど
の
学
校
閉
鎖
で
子
ど

も
の
見
守
り
が
必
要
な
場
合
に

つ
い
て
特
別
有
給
休
暇
を
与
え

る
な
ど
、
い
ち
早
く
対
策
を
打

ち
出
し
た
。

　
外
勤
、
営
業
職
場
で
は
多
く

の
社
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
整
理
部
門
の
テ
レ

ワ
ー
ク
は
、
朝
日
新
聞
社
、
北

海
道
新
聞
社
な
ど
一
部
の
社
で

導
入
さ
れ
て
お
り
、
朝
日
新
聞

社
で
は
総
合
面
や
経
済
面
な
ど

紙
面
の
約
４
割
が
在
宅
勤
務
者

に
よ
っ
て
組
ま
れ
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た
の

は
、
印
刷
な
ど
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
職
場
で
の
夜
勤
職
場
と
昼

勤
職
場
の
収
入
格
差
、
在
宅
勤

務
可
能
な
職
場
と
出
社
や
取
材

な
ど
外
出
を
必
要
と
す
る
職
場

と
の
衛
生
上
の
格
差
の
問
題

だ
。

　
高
知
印
刷
労
組
は
、
夜
勤
組

と
昼
勤
組
と
の
収
入
格
差
が
深

刻
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
社
に

改
善
を
要
求
し
、
社
に
昼
勤
組

に
前
3
カ
月
分
の
夜
勤
手
当
平

均
額
を
特
別
手
当
を
支
給
す
る

と
回
答
。
労
使
交
渉
に
よ
り
格

差
是
正
を
実
現
し
た
。

　
衛
生
上
の
問
題
に
つ
い
て
は

神
戸
デ
イ
リ
ー
労
組
が
取
材
時

に
着
用
す
る
マ
ス
ク
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
合
で
マ

ス
ク
を
購
入
。
必
要
な
組
合
員

に
配
布
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
環
境

の
悪
化
を
理
由
に
夏
冬
の
一
時

金
の
大
幅
減
額
を
回
答
す
る
社

も
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
が
、
か
つ
て
経
営
側
は
業
績

好
調
の
際
、「
安
定
支
給
」
を
主

張
し
て
業
績
に
見
合
っ
た
上
積

み
を
拒
ん
で
き
た
。
今
こ
そ
、

「
安
定
支
給
」
に
よ
っ
て
組
合
員

の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

元
幹
部
尋
問

18
日
に
延
期

長
崎
市
性
暴
力
訴
訟

　
長
崎
市
幹
部
（
当
時
）
か
ら

取
材
中
に
性
暴
力
を
受
け
、
虚

偽
の
噂
の
流
布
で
二
次
被
害
に

も
あ
っ
た
女
性
記
者
が
長
崎
市

に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
た
訴

訟
の
第
６
回
口
頭
弁
論
は
５
月

18
日
に
延
期
さ
れ
た
。
虚
偽
の

噂
を
流
布
し
た
元
市
幹
部
が
出

廷
し
、
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
。

２０
春
闘
賃
上
げ
回
答
状
況

４
月
３０
日
現
在


